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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間（平成28年１月１日から平成28年３月31日まで）におけるわが国経済は、政府の経済政

策や日銀の金融政策によるここ数年来の緩やかな回復基調という局面から、中国及びアジア新興国や資源国の景気減

速、為替の円高推移、株価の不安定な動きなどによって、今後の景気動向について注視しなければならない状況へと

変化してきました。 

当社を取り巻く環境装置機械業界においては、公共分野では、国土強靭化政策の下、上下水道に関連する施設の更

新や耐震化案件の増加が見られましたが、全体としては公共投資の動きは弱い状況が続いております。また、民間分

野では都市再開発案件等一部に活発な動きも見られますが、景気の先行きの不透明感を反映し、設備投資等に停滞感

が見られております。 

このような事業環境の下、当社グループは、企業価値の向上を目指し、以下の戦略に取り組んでおります。 

（環境関連） 

自社製品を核とした収益基盤を拡大するために、戦略製品である省エネブロワ、生物脱硫装置の拡販を図るととも

に、メンテナンス・サービス体制の強化を図る。 

（水処理関連） 

西日本エリアでの営業基盤の確保と復興・防災需要の取り込みのために、製品力の強化、技術者の育成、プロジェ

クト管理の徹底、集中購買の実施に努める。 

（風水力冷熱機器等関連） 

都市再開発、オリンピック需要などによって拡大する建設需要を取り込むために、再開発案件、オリンピック需要

へのアプローチを強化するとともに取扱製品の拡充を図る。 

これらの活動の結果、当第１四半期連結累計期間の受注高は58億43百万円（前年同期比23.4％減）、売上高は122

億55百万円（前年同期比10.1％増）、営業利益は18億31百万円（前年同期比6.6％増）、経常利益は18億50百万円

（前年同期比5.8％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は12億45百万円（前年同期比8.7％増）となりました。 

なお、当社グループは受注高及び売上高に占める官公庁の割合が高いことから、通常の営業形態として第１四半期

連結会計期間に計上される売上高割合が高く、一方で販売費及び一般管理費はほぼ均等に発生するため、利益が第１

四半期連結会計期間に偏るという季節的変動があります。 

 

セグメントの業績は、以下のとおりであります。 

（環境関連） 

環境関連製品の製造・販売を手掛ける当セグメントは、受注高においては、計測器・医療関連製品は増加したもの

のボエフ脱臭関連製品が減少し、売上高においては、計測器・医療関連製品は増加したもののボエフ脱臭関連、省エ

ネ・水資源関連製品が減少しております。なお、売上総利益率の高い製品群の売上高割合が増加した影響で、環境関

連全体の売上総利益率が上昇し、売上高は減少したもののセグメント利益は増加しております。 

これらの結果、当セグメントの受注高は７億78百万円（前年同期比21.5％減）、売上高は19億59百万円（前年同期

比7.4％減）、セグメント利益は４億15百万円（前年同期比13.8％増）となりました。 

（水処理関連） 

上下水道向けの設計・施工を手掛ける当セグメントは、受注高においては、公共投資の動きが鈍く、また、前年同

期には大口物件が受注できていたこともあり、前年同期比で減少しております。売上高においては、前期末の受注残

高が多かったこと（前年同期比6.9％増）が影響し増加となりました。なお、低利益率の大型物件が売上計上された

ため、売上総利益率が低下し、売上高は増加したもののセグメント利益は減少しております。 

これらの結果、当セグメントの受注高は24億45百万円（前年同期比33.5％減）、売上高は63億58百万円（前年同期

比7.2％増）、セグメント利益は10億92百万円（前年同期比7.3％減）となりました。 

（風水力冷熱機器等関連） 

主にポンプ、冷凍機、空調機器などを商社として販売する当セグメントは、受注高においては、首都圏の再開発案

件が引き続き堅調に推移したものの、民間の設備投資に停滞感が見られ、前年同期比で減少しております。売上高に

おいては、前期末の受注残高が多かったこと（前年同期比11.1％増）が影響し増加となりました。 

これらの結果、当セグメントの受注高は26億19百万円（前年同期比11.4％減）、売上高は39億37百万円（前年同期

比27.8％増）、セグメント利益は４億94百万円（前年同期比44.1％増）となりました。 
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当第１四半期連結累計期間の受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

セグメントの名称 受注高(百万円) 前年同期比(％) 受注残高(百万円) 前年同期比(％)

環境関連 778 78.5 794 47.9

水処理関連 2,445 66.5 7,086 88.2

風水力冷熱機器等関連 2,619 88.6 3,179 81.0

合計 5,843 76.6 11,060 81.2

 

（２）財政状態に関する説明 

当第１四半期連結会計期間末における総資産は266億23百万円となり、前連結会計年度末と比べ36億22百万円の増

加となりました。主な要因は、受取手形及び売掛金の増加45億33百万円、棚卸資産の減少４億63百万円、投資有価証

券の減少３億80百万円等であります。 

当第１四半期連結会計期間末における負債は162億25百万円となり、前連結会計年度末と比べ27億31百万円の増加

となりました。主な要因は、支払手形及び買掛金の増加34億79百万円、前受金の減少７億48百万円等であります。 

当第１四半期連結会計期間末における純資産は103億98百万円となり、前連結会計年度末と比べ８億90百万円の増

加となりました。主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益12億45百万円の計上、剰余金の配当１億50百万

円、保有有価証券の時価下落によるその他有価証券評価差額金の減少２億44百万円等であります。この結果、自己資

本比率は39.1%となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年２月８日付「平成27年12月期 決算短信」にて発表しました平成28年12月期の連結業績予想に変更はあり

ません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

会計方針の変更 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい

う。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基

準」という。）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変

動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方

法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計

処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映

させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映さ

せるため、前第１四半期連結累計期間については、四半期連結財務諸表の組替えを行っております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業分

離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点から将来

にわたって適用しております。 

なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年12月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,744 3,568 

受取手形及び売掛金 9,207 13,741 

商品及び製品 948 780 

仕掛品 194 166 

未成工事支出金 588 281 

原材料及び貯蔵品 127 167 

繰延税金資産 62 136 

その他 172 234 

貸倒引当金 △1 △1 

流動資産合計 15,043 19,075 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 2,966 2,954 

減価償却累計額 △1,418 △1,433 

建物及び構築物（純額） 1,548 1,520 

機械装置及び運搬具 82 82 

減価償却累計額 △50 △52 

機械装置及び運搬具（純額） 32 29 

工具、器具及び備品 457 462 

減価償却累計額 △367 △376 

工具、器具及び備品（純額） 90 85 

土地 1,423 1,421 

その他 16 16 

減価償却累計額 △13 △13 

その他（純額） 2 2 

有形固定資産合計 3,097 3,060 

無形固定資産 44 41 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,882 2,501 

保険積立金 1,083 1,099 

投資不動産（純額） 666 663 

繰延税金資産 7 6 

その他 294 284 

貸倒引当金 △119 △109 

投資その他の資産合計 4,815 4,446 

固定資産合計 7,957 7,548 

資産合計 23,001 26,623 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年12月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 8,590 12,070 

短期借入金 1,176 1,167 

未払法人税等 325 693 

未払消費税等 191 270 

前受金 1,296 548 

賞与引当金 - 175 

工事損失引当金 4 59 

その他 1,006 498 

流動負債合計 12,590 15,484 

固定負債    

繰延税金負債 479 343 

役員退職慰労引当金 196 187 

退職給付に係る負債 154 136 

その他 73 73 

固定負債合計 902 741 

負債合計 13,493 16,225 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,001 1,001 

資本剰余金 831 831 

利益剰余金 6,882 7,976 

自己株式 △64 △27 

株主資本合計 8,650 9,782 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,007 762 

退職給付に係る調整累計額 △150 △146 

その他の包括利益累計額合計 857 616 

純資産合計 9,507 10,398 

負債純資産合計 23,001 26,623 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 

 至 平成27年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 
 至 平成28年３月31日) 

売上高 11,128 12,255 

売上原価 8,151 9,164 

売上総利益 2,977 3,091 

販売費及び一般管理費 1,259 1,260 

営業利益 1,717 1,831 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 0 0 

受取保険金 24 12 

投資不動産賃貸料 18 21 

その他 6 2 

営業外収益合計 50 37 

営業外費用    

支払利息 2 2 

不動産賃貸費用 10 9 

その他 6 6 

営業外費用合計 19 18 

経常利益 1,749 1,850 

税金等調整前四半期純利益 1,749 1,850 

法人税、住民税及び事業税 669 676 

法人税等調整額 △66 △71 

法人税等合計 603 605 

四半期純利益 1,145 1,245 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,145 1,245 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 

 至 平成27年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 
 至 平成28年３月31日) 

四半期純利益 1,145 1,245 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 30 △244 

退職給付に係る調整額 △2 3 

その他の包括利益合計 28 △241 

四半期包括利益 1,174 1,004 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,174 1,004 

非支配株主に係る四半期包括利益 - - 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成27年１月１日 至 平成27年３月31日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 
(注)１ 

四半期連結損
益計算書計上
額(注)２   環境関連 水処理関連 

風水力冷熱 
機器等関連 

売上高            

外部顧客への売上高 2,116 5,931 3,080 11,128 - 11,128 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

- - - - - - 

計 2,116 5,931 3,080 11,128 - 11,128 

セグメント利益 365 1,178 343 1,886 △168 1,717 

（注）１．セグメント利益の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成28年１月１日 至 平成28年３月31日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 
(注)１ 

四半期連結損
益計算書計上
額(注)２   環境関連 水処理関連 

風水力冷熱 
機器等関連 

売上高            

外部顧客への売上高 1,959 6,358 3,937 12,255 - 12,255 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

- - - - - - 

計 1,959 6,358 3,937 12,255 - 12,255 

セグメント利益 415 1,092 494 2,002 △170 1,831 

（注）１．セグメント利益の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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